
必要性を感じる新聞活用の在り方 
指定校１年次 上松町立上松中学校 室岡 裕幸 

（１）本校の新聞活用（ＮＩＥ）の現状 

 本校生徒の家庭での新聞購読率は６割である。また、日常的に新聞に目を通している生徒は少なく、

新聞の読み方が分からない、学習内容を新聞にまとめようとしてもレイアウトや書き方が分からないと

いう生徒の声もある。また、インターネットの普及、スマートフォン所持率の上昇に伴い、生徒は適切

に情報を選択し、それをもとに洞察することによって自身の確固たる意見を形成するという経験が不足

していると思われる。インターネット上の「まとめサイト」をまさに自分の意見のように主張するよう

な「情報のつまみぐい」状態が広まっている現状を変えることは学校の責任であると感じている。そこ

でまずは、教科学習で新聞を取り入れるとともに、学校司書協力のもと、生徒がいつでも新聞に触れら

れるスペースの確保を行い、新聞が生徒にとって身近なものになるような環境の醸成が必要ではないか

と考えた。 

 

（２）実践のねらい（育てたい力） 

 本校生徒は、一問一答的な問いかけについては積極的に挙手ができる。一方で、自分の考えを記述す

ること、仲間に伝えることについては消極的な面も見られる。また、「書ける生徒」「伝えられる生徒」

など一部の生徒が出した意見に頼ってしまい、それを受け「自分ができた気」になってしまう傾向も見

受けられる。このような生徒の姿が思考力・判断力・表現力の育成につながっていないのではないかと

感じるようになってきた。２０１７年度ＮＩＥ指定校に選定されたことを契機に、生徒には新聞を通し

て自身に必要な情報に気づき、それを適切に用い、表現するメディアリテラシー・情報リテラシーを育

成したい。そのために、指定校１年目の本年度は「新聞ありき」ではなく、まずは日常生活の中で新聞

を通して社会事象に関心をもち、そこから感じたことをまとめる力、文字を書く力を高めることをねら

いとした。 

 

（３）研究の概要 

①新聞コーナーの設置 

 本校は読書が好きな生徒が多く、図書館に足を運ぶ生徒も非常に多い。そこで、校内で新聞に触れら

れる場所として、図書館に数種類の全国紙や地方紙を展示するコーナーを設けた。また、学校司書の協

力により、図書館前、図書館内に生徒が興味のもてるようなベタ記事をスクラップし、掲示した。この

ような取り組みにより、当初は興味を示さず、教科の課題提出のために新聞を利用していた生徒が、多

くの社会事象が自分に関係していたり、身近なものであることに気づいたりすることで、徐々にこんな

ことを知りたい、調べたいと、新聞が追究のための興味の湧くツールとして変化してきた。 

【新聞コーナー】 【ベタ記事掲示スペース】 【職員室への出張掲示】

  

 

  



また、職員も新聞に興味をもってほしいと願い、職員室には教育関連記事、地域に関する新聞のス

クラップを掲示することで、普段は新聞に目を通す時間の少ない職員が空き時間に目を通す姿も見ら

れるようになってきた。 

②新聞スクラップ・レポートの実施 

 社会科では１週間の全学年共通の課題として新

聞スクラップ・レポートを行っている。まず、興味

がある記事を新聞コーナーから選びスクラップし、

１ その記事の要旨のまとめ ２ 語句調べ ３ 根

拠をもった感想の記入を行っている。まだまだ選ぶ

記事に偏りはあるが、興味のあることを更に深く知

り、「次はこんな記事を調べたい」という意欲につな

がってきた。 

③新聞コラムの活用 

 国語科では新聞コラムを書き写し、そこから自身の疑問を記述している。実践の前半では、５Ｗ１Ｈ

のうち、「なぜ」「どうして」に答えられることは生徒にとって困難であることが分かってきた。そこで

後半は「いつ」「誰が」「どのくらい」「どうなる」の追究しやすい疑問の設定を大切にして取り組むよう

に指導をした。定期テストにも新聞コラムを活用し、「この記事からどういった疑問がつくり出される

か」等を出題し、生徒が疑問をもつ姿勢の確認をした。 

 

（４）研究授業 

１ 単元名 「日本の諸地域 ～ 中部地方を中核に横のつながりを考える ～」 

２ 単元設定の理由 

 従来「日本の諸地域」の学習活動は考察の場面を設定こそしてきたが、九州、中国四国、近畿…と学

習がぶつ切りになってしまい、どうしても各地域のつながりや類似点、相違点をとらえにくいものにな

っていた。そこで、「中部地方」を日本の諸地域を学ぶ際の中核として学び、他地域との「横のつながり」

を感じられるような思考の土台をつくりたい。例えば中部の農業→◯◯ 東北の農業→□□ といった

ぶつ切りではなく、「中部の気候は◯◯だったが、東北は□□だ。標高が高く、冷涼な気候で中部は高原

野菜を抑制栽培で育てていたな。東北はどうだろう。気候と農業のつながりはあるのかな。」というよう

に生徒が自然と考えられるようにしたい。 

本時では自然環境と産業の昔ながらのつながりを考えた生徒が、新聞スクラップから見えてきた「中

部の産業の今」について班ごとにテーマを決め、授業を行ったあとに海外とのつながりある産業につい

ての新たな認識をもち、ＳＤの考えから中部地方の「今後」について自分なりに「どうしていくべきか・

どんなことが必要か」生徒が表現できるようにしたい。 

新聞は道の駅に焦点をあて、学習してきたことをもとに地域を盛り上げるプランを個人、ペアと提案

した生徒の認識を大きく変える資料として用いる。 

木曽地域は過疎問題が深刻である。一時的な解決方法ではなく持続可能な発展の観点から観光として

だけの道の駅から新しい産業の創出、これからの産業のあるべき姿を考えるにあたり「中山間地の自動

運転車の実証実験」「防災としての拠点」の記事を用いることは生徒の新しい視点を生むのに最適では

ないかと考える。 

 

３ 単元の目標 

主目標 ① 自然環境が産業と結びついている事を理解する。 

② 産業の変化や他地域との関わりを、中部地方を例にして学び、新しい地域としてのあり方

や、持続可能な地域のあり方をそれぞれが考察し、まとめることができる。 



４ 具体目標 
Ａ：社会的事象への関心・

意欲・態度 
Ｂ：社会的な思考・判断・

表現 
Ｃ：資料活用の技能 Ｄ：社会的事象への知識・

理解 

中部地方の産業について

興味をもち、自分なりの

視点で今後どのようなこ

とが中部地方の産業に必

要か、意欲と根拠をもっ

て自分の考えを書いてい

る。 
 

１ 雨温図と農作物の最

適な環境をまとめた資

料、既習の日本の気候の

内容を関連させ、自分な

りの答えを適切に表現し

ている。 
２ 地図資料から交通網

が整備されていることに

気づき、産業や観光の発

展の背景に他地域との結

びつきがあることを表現

している。 

１ トヨタ自動車のＨＰ

から自分のまとめ作業に

必要な情報を選び、分か

ったことをまとめてい

る。 
２ 新聞スクラップから

中部地方の産業の現状を

分析し、分かったことを

まとめている。 
３ 学習内容をふまえて

自分なりの視点で中部地

方がどのような地方なの

かまとめている。 

降水量や気温と農業の関

連性、北陸地方の課題と

その解決方法について理

解している。 

 

５ 単元展開（全６時間）  

時 学習活動 学習問題（課題）・生徒の意識 教師の指導および支援 評価

単元を貫く問い：中部地方はどのような地方と言えるだろう。 

１ 雨温図の読み取

り、地形のとらえ

から農業・産業と

の結びつきを考

える。 

地場産業が北陸で発達している理由を

考えよう。 

・冬は農業がなかなかできないから家で

できることを探したからじゃないかな。

・雪が利用できたからじゃないかな。 
北陸・中央高地・東海のそれぞれの地方

でどのような産業が行われているのか、

雨温図をもとに考えよう。 

・降水量や温度は産業に密接に関わって

いるな。 

◯ 雨温図と農業の写真、作物の

最も適した栽培環境の資料を

提示し、複数の資料から答えを

考えさせる。 

Ｂ１

Ｄ 

２ 豊田市で自動車

産業が盛んにな

った理由を予想

立て、資料から学

ぶ。 

豊田市が「世界のＴＯＹＯＴＡ」となる

ことができた理由を考えよう。 

・海が近いし、輸出に便利だったからじ

ゃないかな。 
・人が沢山いたからじゃないかな。 

◯ 世界に誇る企業に成長した理

由について予想を立てさせる。

◯ トヨタ自動車株式会社のＨＰ 
（一部抜粋）を読み取り、まとめ、

仲間に発表をするように促す。

Ｃ１

３ 中部地方と他地

域の関わりにつ

いて、歴史的観

点、交通の観点か

ら考える。 

中部地方と他の地域はどのようなもの

を通して、どうやってつながっているの

だろうか。 

・奈良井宿や妻籠宿では多くの外国人観

光客の人がいたし、観光業で世界とつ

ながっているな。 
・地図を見ると空港ができているし、人も

モノも飛行機で世界へ運ばれていくと

思う。 

◯ 歴史的価値をもつものを通し

て外国とのつながりがあるこ

とを理解する。またそれが自分

の身近にあることを改めて意

識できるように支援する。 
◯ 地図帳から高速道路、空港が

整備され、他地域とつながりや

すい環境ができていることを

理解させる。 

Ｂ２

４ グループで中部

の産業の「今」を

考える。 

新聞スクラップからグループごとにま

とめた中部地方の産業の「今」を他のグ

ループに発表しよう。 
・自動車産業も盛んだけど、現在は航空機

◯ 各グループの発表、発表内容

をまとめる時間をとり、各グル

ープが違った視点でまとめた

ことを理解させる。 

Ｃ２



  産業も盛んになっているよ。 
・歴史的な文化財も注目を浴びていて観

光業も盛んだ。 

  

５
（
本
時
） 

中部の産業の「こ

れから」のあり方

を考える。 

中部の産業の「これから」を提案しよう

～道の駅の役割と新しい地域のあり方～ 

・木曽は人口が少ないし、お店も少ない。

山に囲まれた環境を活かして観光業を

盛んにして人を呼んだらいいと思う。 
・環境に配慮した産業が伸びてきている

から燃費のいい車専門のディーラーと

合体したらいいんじゃないかな。 

◯ 前時のグループ発表から学ん

だことから中部の産業は今後

どうなっていくのか予想立て

を行い、新しい新聞資料等をも

とに中部地方の産業のあり方

を「道の駅」に焦点を絞り考え

られるようにする。 

Ａ 
 

６ 単元を貫く問い

についてまとめ

を行う。 

今までの学習内容をもとに、単元を貫く

問いに答えよう。 

・今までは気候や環境の適応するような

産業中心だった気がするけど、交通網

の整備や人々の努力で幅広い産業を行

うことができるようになったし、これ

からは世界とつながりをもちながら発

展していける地方だ。 

◯ 学習内容をもとに文章でまと

めるように指示する。 
○ 今までの学習で使用した資料

を一覧にして提示する。 

Ｃ３

 

 

６ 本時案 

（１）主眼 新聞スクラップから中部地方の産業の「今」をグループで発表し合い、意見をまとめた

生徒が、これからの産業のあり方を考える場面で、道の駅の取り組みや役割を知ることを通して、

中部地方の産業のあり方を自分の暮らす地域を基準に考え、記述することができる。 

（２）本時の位置（全６時間中の第５時） 

〈前時〉グループごと行ってきた新聞スクラップから中部地方の産業の「今」を発表し合った。 

〈次時〉今までの学習内容をふまえて単元を貫く問いに答え、全体で共有する。 

（３）本時の留意点 

  ・今までの学習内容をふまえて、根拠のある考えをもてるように呼びかける。（○○だから□□） 

  ・考えを深める場面ではグループではなく、ペアで行うよう指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（４）展開 

段
階 

学習活動 生徒の意識 ○教師の指導・支援・ 評価 
時
間 

導
入 

１ 前時の学習を

振り返り、中部地

方の産業の「今後」

を予想しよう。 

・中部地方では伝統的な産業が行われてい

たな。 

・最近では先端産業を行う地域もあったな。

 

 

 

・ＴＯＹＯＴＡの学習のときにあったよう

に、環境に配慮したり、エコが重視されて

くると思う。 

・地域に根ざした産業が増えてきているか

ら、利益もそうだけど、働く場を増やして

行かないといけない。 

○前時のグループ発表からま

とめたことを共有し、中部

の産業の「今」を改めて意識

する。 

 

 

 

○振り返ったことをもとに中

部地方の産業の今後を予想

させる。 

○根拠をもった予想になるよ

う、支援を行う。 

10

展
開 

２ 予想をふまえ、

中部地方の産業の

これからを提案し

よう。 

 

 

 

 

 

 

 

３ ペアで意見を

深め、根拠をもっ

て発表しよう。 

 

 

・ただ地域の農産物を売るだけでは駄目だ

と思う。安心や安全をPRできなくてはい

けないな。 

・地元の魅力と観光をあわせた道の駅にし

たいな。 

・現代の人にあった郷土料理とかがあった

ら面白い。 

・人が来やすい場所にしなくちゃいけない

な。 

・○○さんはそう考えていたんだ！自分の

意見も聞いて欲しいな。２人の意見を合

わせたら地域を盛り上げるプランができ

そうだ。 

・儲けよりも地域の存続を大事にした産業

が大事だな。 

 

 

○考える視点は農産物を出荷

する生産者などに限らず、

第一次から第五次といった

様々な視点から考えるよう

指導する。 

○道の駅の役割についての資

料提示を行う。 

○新聞資料の提示で実際の道

の駅の取り組みにふれる。

○ペアでお互いの意見を認め

合いながら根拠をもった提

案・発表になるように机間

指導を行う。 

30

ま
と
め 

４ 中部の産業は

これからどうして

いくべきだろう

か。 

・産業には「これをやるべき」という答えは

ないと思う。地域の実情や特色を生かし

たり、新しい産業の形を常に考えて行っ

ていくべきだ。 
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（５）実証の観点 

① 前時のグループ学習を生かし、中部地方の産業にこれから必要なことを考えたことは学習課題

に見通しをもって取り組む姿勢につながったか。 

② 道の駅を資料として個人、ペアでプランを考えたことは、中部地方の「産業のこれから」を生徒

が意識することにつながったか。 

（６）課題とまとめ 

  ＮＩＥ指定校１年次の実証を終え感じたことは「新聞に対する考え方に改革が必要」ということ

である。以前は恥ずかしながら「新聞を使えさえすれば自然と読解力が高まる、語彙力が高まる、

思考力・判断力が高まる」という一種の新聞万能論が自分自身の中にあったように思う。そのよう

予想立て：中部の産業は今後どんなことが必要か？どんなことが大切か？

学習課題：上松を盛り上げる「道の駅」のプランを提案しよう。 

中部地方の産業について今後ど

んなことが必要になってくる

か、自分の考えを根拠をもって

記述しているか。 



な状態で研究が始まり、蓋を開けてみれば生徒が新聞を読めない、内容をつかめないのオンパレー

ドであることに気づいた。つまり、「見方」「考え方」「捉え方」など、生徒が新聞で学ぶ上での土台

を教師が築いておかなくてはならないということを改めて実感した。あくまで新聞はツールの一つ

であり、それを使う教師側が「生徒に丸投げ」状態では生徒の力の育成にはつながってこない。こ

れから生徒にはどんな力が求められているかが明確であれば生徒は主体的に学習をしていく。その

ような生徒の周りには学習をする手段として当たり前のように新聞があるという環境をこの１年

間目指してきた。 

生徒が分からない言葉をインターネットで検索すればすぐにその答えが見つかる。追究する問題

があっても記述したものの根拠を問われれば「ネットに載っていたから」と自分の意見をもたない

生徒は少なくない。「新聞の中には様々な情報が織り交ぜられていて、それを読み込みながら生徒

は自分たちに必要な情報を探したり、情報と情報をつなぎ、自分の今までの経験を継ぎ足しながら

新しい意見を形成し、伝えられる」というのは最終的な目標である。あくまで部分的なインターネ

ット情報に対して新聞は全体的な情報であり、用いる場面によってそれぞれ一長一短がある。それ

を適切に使い分け、最終目標の達成を目指していくべきである。本年度の実践のように生徒が新聞

と向き合う場面が国語科、社会科に限定されるようでは明らかに不十分であり、目標の達成は難し

い。２年目の実践では「○○科だから新聞は使えない」という早計な考え方は捨て、県下の先生方

に学びながら、教科の枠をこえ、あらゆる場面で新聞の可能性を探っていかなくてはいけないと感

じている。 


